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対立構造として の アメリ カ外交 一 弘立外交と革新主義
入 江 識 元●
要 旨
ア メリ カ の パ トリオテ ィ ズム は, 対立構造の 上に成り立 っ て い る｡ ｢聖書に基づく国家｣ とし
て建設されたア メ リカ は､ ｢ 民族｣で はなく ｢宗教｣をもとにできあが っ た理念国家であり, そ
の建 国の精神は Fr ank h の 理神論から Em e rs o nの ｢自己信頼｣ へ と受け継がれ ､ ソ ー シ ャ ル ･
ダ ー ウ ィ ニ ズム の 影響を経て ､ ｢ 明白な運命｣ による領土拡張に思想的論拠を与えた ｡ フ ロ ン テ
ィ ア 時代､ ア メリ カ は､ ｢地理的な安全保障｣ のもと, ア メ リカ = 善 vS ヨ ー ロ ッ パ = 悪の 二項
対立 を基本的概念と しつ つ ｢移民｣を排斥し閉じた形で の国家をまとめ上げ､ モ ン ロ ー 主義を行
動規範と しなが ら ｢西半球｣ と いうア メリ カ独自の 領域を築き上 げた｡ フ ロ ン テ ィ ア後では ､ こ
の 図式は アメ リカ に よる ヨ ー ロ ッ パ の教化と いう開かれた形で現れ革新主義の 原動力となり, 第
二次世界大戦後 ､ ト ル ー マ ン の もとで モ ン ロ ー 主義の ｢西半球｣ が ｢西側｣ へ と読み 替えられ た
と言える ｡ 対立概念を常に持ち ｢祝祭｣∃ と して の戦争を伴い ながら構造秩序を保ち続け､ ヨ ー ロ
ッ パ ｢で はない｣ というネ ガテ ィ ヴな形 で しか存在 し得ない ア メリ カ ニ ズム を分析する ことは ､
今後の アメ リカ主導の 国際社会を考える場合重要なの で ある｡
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明白 な運命､ 移民排斥主義､ 祝祭




は ｢ 愛国心｣ また は ｢ 愛国心的行為｣ と訳され る . 4月19 日 に当て られ て い る




は ､ 独立戦争における最初の 戦い と言われ る1775年
の Lexington の 戦 い の記念日として祝われて い る.
2001年9月 11日の 対米テ ロ 攻撃は , なるほ どアメ リ カだけで なく､ それを傍観した我が日本
を含む民主主義国家に衝撃を与えた. そして ､ そ の際アメ リカが Ge orge W . Bu shJr. を先頭 とし
て蜂起した行動の 迅速さは ､ さらに 日を見張るもの があ っ た と言える ｡ 世界貿易セ ン タ ー の 瓦
裸の 前で , ブ ッ シ ュ が消防隊に対 し行 っ た宣言と ､ 群衆の ｢U SA !｣ の エ ー ル に , 我々 日本人
の なかには ､ 日米の パ トリ オテ ィ ズム の 違 い に つ い て再確認 した人もい る かもしれ ない ｡ だが ､
そ の 後の ア メ リ カ を中心 とするア フ ガ ニ ス タ ン - の 出兵とイ ラ ク戦争とい っ た 一 連の ア メ リ カ
の 行動を見 る限り ､ ア メ リ カ の 国際社会にお ける行動パ タ ー ン は , 1898年の 戦争以来､ こ こ
100年間新しい とこ ろがない と言っ てよ い だろう.
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お よそ国が存在する限り, そ こ に は必ず††トリ オテ ィ ズ ム が存在する o そ して , パ トリ オテ ィ
ズム がも っ とも高揚を見せる の は､ まさに国表存亡の 危機を適えた時であるr去,J=とえば､ フ ラ ン
ス 革命 を例 にと っ て み よう . こ の 革命も他 の 近代市民革命と 同様 , Em m an uelJo s eph Si6y占s (過




, 1789) たる第三 身分の新
興 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー が ､ 絶対王政を打倒し資本主義的自由を享受しようとする歴史的契機で ある ｡
一 連の 革命劇の 流れ か らオ ー ス トリ ア ヘ の宣戦とパ リ陥落の危機の 際に マ ル セイ ユ 軍が
"
Allon s,
enfantsdela pabie. Lejo u rde glorie e st･arrive!
"
の歌声と ともに パ リ に入城 した ､ あの 軍歌
``h
M ar s eillaise
''･が, 後の フ ラ ンス 国歌となる経緯の なか に , まさに危機に瀕した祖国にお けるパ ト
リ オテ ィ ズ ム の 高揚を見て取る こ と がで きる ｡ こ の ように ヾ パ トリ オ ティ ズ ム は ､ 歴史上 の有り
と あらゆ る搾取や 戦争の エ ピ ソ ー ドと して 語 られ るが ､ こ と に アメ リ カ の パ トリオ テ ィ ズ ム は ､
星条旗の象徴と と もに注 目され る こ.とが多い ｡ 一 説に よれ ば ､ ア メ リ カ の星条旗は ､ 1812年の
対英戦争にお い て 初め て詩 に詠み 込まれた こ とが き っ か けで ア メ リカ の 国旗にな っ たと言う ｡
日本も他の先進諸国以上に歴史を持 う た 国家で あるが ､ 現代日本の パ トリ オテ ィ ズ ム を疑問視
す る人々 が多い の には ,.-それ なり の理 由が ある . 前述の 通り, ナ シ ョ ナリ ズ ム は祖国が窮地に追
い 込まれ ､ 戦争や 戟閑状態にお い て も っ ども成長す るの であり､ 国際社会にお い て 初め て存在 し
得るもの で ある . 日本 は江戸時代終盤 , 尊王壊夷論を背景 に近代的 , 国際的パ トリ オ ティ ズ ム を
初め て味わう ことになるが ､ そうして近代国家を経験する前は封建主義的な鎖国時代で あり､ 国
際社会の 洗礼を受けずに い た ｡ 地続きで常に他国からの 侵略を意識せざるを得なか っ た ヨ ー ロ ッ
パ 諸国に対し､ 島国で ある日本は ､ 工業化の 推進に よ っ て移動手段が発達 し､ 世界が物理的に狭
くなるまで6
'
ま地理由に安全で あり,従 っ て ヨ ー ロ ッ パ ほ どには侵略を意識せずに済ん だと言える .
とこ ろが ､ 日本は ､ 近代市民革命の置き換えとも言 える明治維新を契機に思 い がけなくもア メ リ
カ に よ っ て海外 - と目を向ける機会を得､ 中国に おけ る覇権の拡張を求め ､ ア メ リ カ と対立する
に至 る｡ 日本が祖国を失う危機に見舞われ る の は 第二 次世界大戦 である ｡ 日本は全体主義的ナ シ
ョ ナリ ズ ム の なか ､ ア メ リ カ を代表とする連合国軍 と戦うも敗戦し､ 一 転, 資本主義と民主主義
の 道を選択する こ とに なる ｡ その 歴史的流 れ の なかで ､ 戦前にお い て は ､ パ トリ オテ ィ ズ ム は絶
えず軍国主義に置き換えられ , 戦後の 復興期, 日本人は純粋にパ トリ オ ティ ズ ム を語る ことに抵
抗を覚えるような思考回路を持つ ようにな っ た｡ つ まり､ 日本は ､ パ トリオテ ィ ズ ム を唯
一 成長
させ る機会である はずの 明治維新から戦後に至 るプロ セ ス の なかで ､ パ トリオテ ィ ズム を成長さ
せな い ようなある種 の精神的シス テム に組み込まれて しま っ たの であ る｡
ア メ リ カも日本と同様, 同 じく大西洋と太平洋に隔 てられ ､ 長く孤立主義の立場に い た｡ 従 っ




の 経緯の通り独立戦争によ る パ ト1)オティ ズ ム
の 高揚は あ っ たが ､ 20世紀初 頭に孤立主義か ら国際主義 - と移行し国際関係を意識して ､ 改め
て パ トリオ テ ィ ズ ム の存在の 重要性を確認するの で ある ｡ アメ リ カはまだ､ 本当の 意味で の敗戦
を味わ っ て い ない 未成熟の 国家で ある ｡ ア メ リ カ は , 敗北を味わう前に国際社会を指導す る立場
へ と登り詰め たの で あり ､ 真の 意味で パ トリオテ ィ ズム を高揚させ る ような外国からの 侵略を経
験して い ない 国家と言えるかもしれない ｡ い や それだか らこそ､ アメ リカ は多民族国家を支える
ため の統 一 的イ デ オ ロ ギ ー が必要だ っ たの であり､ 多民族国家をまとめ る力こ そパ トリ オテ ィ ズ
ム だ っ た｡ つ まり, アメ リ カの パ トリ オテ ィ ズ ム は , 意図された理念として の パ トリオ ティ ズ ム
と言え るの で ある . I.ouis Hartz の言葉を借りれば､ ｢旧世界の 封建的およ び宗教的抑圧 を逃れて
きた人々 に よ っ て築かれた｣ ｢封建制度の 段階を飛び越えて い る｣ (18) アメリ カに と っ て ､ 理念
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と して の パ トリ オテ ィ ズ ム が成長す る こ とは容易であ っ た し､ 正義とパ トリオ ティ ズ ム をパ ラ レ
ル に見る こ とができた｡
さて ､ さきほ どフ ラ ン ス 革命を例に と っ た ｡ フ ラ ンス 革命は ､ 一 般民衆を巻き込ん だ, 対貴族 ､
対教皇の戦 い で あ っ た o 革命は確かに市民革命であ っ たが , 結果として権力が ｢ブル ジ ョ ワ ジ ー｣
と いう階級に集中する ことに より､ ｢主｣ と ｢ 奴｣の関係が崩れるわけで は なか っ た ｡ そして ､
｢ブ ル ジ ョ ワ ジ ー｣ V S｢農民｣ の 二 項対立 は ､ 新た な権力 の 二 項対立と して現れ る の であ る｡ こ
うした教訓から生まれたの が､ まさに ｢マ ル ク ス 主義｣ なの であるが､ マ ル クス 主義も封建制を
背景にしなが ら, それ の 対立概念で あるはずの資本主義や近代市民革命を打破すべ く出現した も
の であ っ た ｡ そ して , アメ リ カ は ､ こうした封建制の 概念すら持たな い 特殊な環境で 資本主義を
確立 した国家で あり, その 意味で ､ 冷戦における共産主義との 対立も特殊で あ っ たと言える 0
ところで ､ 以上の こ とは , アメ リ カ の今後を語る上で重要なことで ある ｡ 現在世界の主導的立
場を占め るア メ リ カ にと っ て , 対米テ ロ によ るパ トリ オ ティ ズ ム の 高揚は ､ ある意味で ､ 中国進
出期の 日本と重ね合わせ る こ とがで きる ｡ 後に述 べ るが ､ ア メ リカ はキリス ト教原理主義を中心
とする 二項対立 の概念 の 上 に成り立 っ て い る国家で ある . そ して ､ ポ ス ト冷戦後, ア メ リ カ は ､
か つ て の マ ル クス ･ レ ー ニ ン主義の代 わりに対立概念と なる政治的宗教 的イ デ オ ロ ギ ー を求め て
い る . そして ､ それの 一 つ の 回答が ｢イス ラム｣ なの で あるが, 本論で は , そうした対立構造を
常に持つ ように構築されて い る ､ 現代ア メ リ カ の 国家的イデ オロ ギ ー を作り上 げて い るもの につ
い て考察した い と思う｡
2. 建国精神とパ トリオテ ィ ズム
ア メ リカ は ､ その建国が始ま る前より､ 現世における ｢エ デ ン の 園｣ で あり､ 聖書に正確に準
えた 国家を建設する に最適な場所と考えられて い た . たとえば､ M ayflow er号の 船上で交わされ
た n eMayflow erCo mpa ctにも
"Havingundertaken fordieGlory of God, and A dv an ce m e ntof the
c h ristian F ai th… .
'' と宗教主義に乗 っ 取っ た建国を暗示した文言があ るし, ア メ リカ における最
初の 植民地 の建国目標と日される ``Instruction for the Virginia Colony(1606)
"
も
`` h stly and
chiefly the wayto prosper and achie v ego od s u c c essis " ･ to s erve andie arGod the Give rof al1
Goodn e s s, for every planta6on whicho u rHe av enlyFatherhathnotplanted shah be r o oted o ut/
'と
言う文で締めくくられ､ ｢聖書に基 づく国家｣ として政教 一 致の 政治体制を目指して い る ｡ こ の
ように ､ ア メリカ に渡っ たカ ル ヴイ ン主義者たちは､ ヨ ー ロ ッ パ とい う旧世界で は決して実現で
きなか っ た､ ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム に基づく宗教的な国家を建設する ことを第 一 義として い たの で あ
る . その 意味で ､ ア メ リ カ とい う ｢国家｣ は ､ 通常なら重要な国家成立 の 第
一 要素である ｢民族｣
と い う よ りもまず ｢ 宗教｣に よ っ て 概念的に で きあが っ て い た 国家 で あり ､ ｢ 民族国家 (a
n atio n-state) の色あい をま っ たくもたぬ ､ 理念国家 (anide a-state) として出発し､ そうであり
つ づけようとつ とめ て きたと い っ て よ い｣ (古失10). M ather Dyn asty の なかで も っ とも有名な
cotto nM ather の Magn alia Christi Am c n
'
c a n a;o r, TheEcclesiastic al mstoTyOfNe wTEn9la nd(1702)
に は､ 当時の 人々 の 生活が い か に宗教に根ざしたもめで あるか が詳細に語られて い る . こ の歴史
資料集とも言える書物に は ､ 大陸宗教 に対する挫折とそ こ からの 逸脱､ 脱出とい う歴史を背負 っ
た ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム が､ 新大陸を発信基地として ､ むしろ 旧世界の宗教改革を推進するの だとい
う自負があり､ 新世界対旧世界の宗教的二項対立と いうア メ リカ におけるキリス ト教原理主義の
一 端を垣間見る ことがで きる . ア メ リカ文学の 萌芽は宗教文学で あっ たが､ そうした文学に共通
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して 流れて い る の は ｢聖書に基づく国家｣､ アメリ カならで は の ｢丘 の 上 の 町｣ を い かに建設す
るかという問題に対する考察とともに , い かに聖書を合理的に解釈するかと い う問題に対する回
答 を見 つ ける こ と で あ っ た . Be nja min Fr anklin に代表さ れ る ｢理神論｣ や W . E. Chan ning に代
表される ｢ユ ニ テリ ア ニ ズム｣ がそれで あるが, こ の ような思想的展開の 必要性の背景には ､ ア
メ リ カ の民主主義体系が存在する｡ すなわち､ 主権を人間に置く以上 ､ 人間の理性の優越性を認
め る こ とが , 民主主義社会の 形成に と っ て必要だ っ た か らで ある ｡ また ､ M a x Webe rは ､ フ ラ
ン ク リ ン の作品に見られ る ｢ 時は金 なり｣ と い っ た ｢正当な利潤を 『天職』 と して組織的か つ 合
理 的に追求する｣ 勤勉の 精神に い み じくも資本主義の 精神を読み取 っ た ｡
信用の で きる立派な人と い う理想, とりわけ､ 自分の 資本を増加させ る こ とを自己目的と考え
る の が各人の 義務だと い う思想 だ｡ 実際 こ の 説教の 内容は単に処世 の技術などで はなくて ､ 独
自な ｢倫理｣ で あり, こ れに違反するこ とは愚鈍と いうだけで なく ､ 一 種の義務忘却だとされ
て い る｡ (43)
彼によ れ ば, フ ラ ン クリ ン の精神は ｢ 倫理駒 な色彩を持つ 生活の 原則と いう性格をお び て｣ お
り､ 資本主義の精神をこうした意味合い から見て い る の で ある｡ それと同時に注意した い の は ､
ヴ ュ ー バ ー が ､ フ ラ ン クリ ン の ｢正直｣ ｢ 信用｣ ｢勤勉｣ ｢節約｣とい っ た道徳的教訓が外観を重
視する もの で あり , 善徳は有益で あるか ら善徳な の で あ っ て ､ ｢外観が同 一 の 効果を生 むとすれ
ば ､ その 外観を代用するだ けで十分だ｣ と指摘 して い る こ と である ｡ ヴ ュ ー バ ー は こ の フ ラ ン ク
リ ン の 特徴が ､ ｢ドイ ツ 人が ア メ リ カ ニ ズ ム の 善徳に 『偽善』 を感 じる｣ 点だと い う｡ さ らに フ
ラ ンク リ ンに と っ て こ れ らの 処世訓 が ｢ 神の啓示｣ に より悟 っ たもの だとすれば, ヨ ー ロ ッ パ 的
な観点から見た場合､ アメ リ カ独自の カ ル ヴイ ニ ズ ム は ､ か なり手前勝手で打算的なもの だと映
る だろう｡
さて ､ こ の ように して , 常に大陸を横目に見ながら植民地 に国家を建設しようとした こ とを背
景としながら､ ア メ リ カは ､ ヨ ー ロ ッ パ 諸国に は見られな い独特の ナシ ョ ナリ ズ ム を形成 して ゆ
くこ ととなる の で あり , フ ラ ン ク リ ン の 精神も, 今日で すらアメ リ カ資本主義に大きな影響を与
え続けて い る ｢ソ ー シ ャ ル ･ ダ ー ウ ィ ニ ズム｣ へ と受け継がれ る ことになる ｡ ソ ー シ ャ ル ･ ダ ー
ウ ィ ニ ズム は ､ そ の名の 通り､ Cha rle sDa Ⅳin の 『種の起源』(1859) を社会学に応用 したもの
であ るが ､ その 理論的祖先た る He rbe rtSpen c e rは､ ダ ー ウ ィ ン よりも早く ｢適者生存｣ の 概念
を打ち立て て い た ｡ こ の社会学的進化論に つ い て ､ 有賀夏紀氏 は ｢ソ ー シ ャ ル ･ ダ ー ウ ィ ニ ズ ム
は , 個人の 努力によ る立身出世を説 い た ベ ン ジ_ヤ ミ ン
･ フ ラ ン クリ ン に見られ るような､ ア メ リ
カ の伝統的な個人主義精神に沿うもの だ っ た こ と も, それが生まれたイギリス で は なく ､ むしろ
アメ リ カで受け容れられた こ との理由で あろう｣ と指摘す るが, 事実､ ソ ー シ ャ ル ･ ダ ー ウ ィ ニ
ズ ム は, ア メ リ カ国家の 統 一 イ デオ ロ ギ ー として ､ アメ リ カ建国当初からの 目的である領土 の拡
張とフ ロ ン ティ ア運動に思想的論拠を与える こ とに なる｡
世界の 各人種は ､ 自然界の種の ように ､ 生存の ため の 戦 い の なかで適者だけが生 き靖る の であ
り､ 強 い 国は弱 い 国を支配下に置くの は自然の摂理だとい う論理で ､ 帝国主義的膨張は説明さ
れたの である｡ これは 国内社会におけるソ ー シ ャ ル ･ ダ ー ウ ィ ニ ズム を国際社会に適用するも
の で あり ､ 宗教的 な信念で ある ｢明白･な運命｣ を ｢科学的｣ ｢ 学問的｣ に基づ けようともして
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しか しながら, こうした理論的裏付けは少々 逢すぎたと言えるか もしれない o と い うの も､ 進
化論が世 に出て 3 0年で フ ロ ン テ ィ ア は 早くも消滅す るか らであり､ そ の 意味で , M anife st
De stiny の 裏付けとして の社会進化論は ､ むしろ 20世紀に入 っ てか らの ア メ リ カ の 帝国主義的
ア メ リカ ニ ズ ム の根拠と して絶好の教義だ っ た と言える の である ｡
3. ア メ リカ孤立主義と ｢西半球｣
｢アメ リカ連邦は ヨ ー ロ ッ パ の もの ごとにまきこま れない た め に､ い わ ば論争すべ き外部的利
益と い うもの をもた ない の で ある ｡ なぜ かとい うと､ ア メ リカ連邦は アメ リ カ内で 強力な隣国を
まだも っ て い ない からで ある｡ アメ リカ連邦は ､ その 位置によ っ ても､ その 意志によ っ ても､ 旧
世界の 激情の 外にある た め に , その 激情に陥る こ とも､ こ れを防ぐこ とも必要で は ない｣ (中
126) と､ Ale xis de To cqu evi11e も指摘する ように ､ アメ リカ は 19世紀当時, 国際関係にお い て
｢地理的な｣ 安全保障を持 っ て い た ｡ また ､ その 後の領土拡張政策によりトク ヴ ィ ル の 言う ｢強
力 な 隣国｣ を持 つ 可能性 は結果的に 無く な っ た と言 える o 初代 大統領 Ge o rge W a shingto n も,
退任演説で ア メ リ カ の ｢地理的な｣ 特徴に つ い て次の ように言及 して い る ｡
In c o nte mplatingthe c a u s e swhich m aydisturb o u rU mio nitoc c urs as m atter ofs erio us co nc ern
that any gro und sho uldhavebe en furnished for chara cterizing the partiesbyge og aphic aL
disc n
'
minatio ns… it m u stbe u nwisein'u stoimphc ate our s elv e sby a rtific al 也e sin the o rd ina ry
vicis situdes of【Europe
'
s】politic s o rthe ord inary c omb ina也o n and c onisio n s of herBie ndships or
e mi ties.(e mphasis added)
トク ヴィ ル も後に注目するこ とに なる こうしたワシ ン ト ンの 主張が､ アメ リカ孤立主義の ア ー
キ タイ プとな っ た ことは周知の 通りで ある が (トク ヴィ ル 中 123-125)､ 国際社会にお い て は新
参者の アメ リ カが ｢西洋文明の 中心 である ヨ ー ロ ッ パ｣ に対する ｢エ デ ィ プス ･ コ ン プレ ッ ク ス｣
を持っ て い た ことは事実であ っ て (有賀･ 宮里 3)､ その ため ､ イギリス を先頭とする旧世界に
対し文化的な武装をする必要があ っ た｡ そ の結果として , . ア メ リ カ独自の パ トリオ テ ィ ズ ム を成
長させ るこ ととなるの である ｡ その ロ ジ ッ ク の根幹には ､ 旧世界を悪として 認識 し､ それ に対し
ア メ リカ と い う国家が ､ 自由を誕歌する , 聖書に基 づ い た民主主義の 国と して世界の リ ー ダ ー 的
な役割を担う べ きだと い う､ コ ン プレ ッ ク ス を利点に転換した ｢ 優趨的な｣ ナ シ ョ ナリ ズ ム が存
在するの で ある ｡ ワシ ン ト ンが予言した 通り､ ア メ リ カ は､ 大西洋を防壁とし, 自然と いう独立
条件を満たしながらも､ ヨ ー ロ ッ パ の 列強に政治的独立を示すため ､ 国家を地理的にまとめ上げ
る必要に迫られて おり ､ それが Manife st De stiny として アメ リ カ の領土拡張と開拓を推進する
ことに なる ｡ アメ リ カが ヨ ー ロ ッ パ に対し地理的に独立 して い たと いう事実は , アメ リカが ヨ ー
ロ ッ パ の列強と異なり海軍の み に集中で きた こ とに対し有利 に影響を与えて い る ｡ アメ リ カ の
19世紀における外交政策の親範である wrhe Mon r o eDo c廿in e" の 文言で 明確に現れて い るの は ､
"A da n也c" と "hemisphe r e
"と い う単語を頻発するこ とにより､ アメ リカを ヨ ー ロ ッ パ の植民地主
義か ら意図的に切り離 して い る こ とで ある｡
148 入 江 訣 元
… Americ an co ntinents … ar ehe n ceforthn ot tobe c o nside red as subjectsforfuture c ol niz a也o n
by a ny Eu r ope an po wers … T he citizens ofthe United States che rish s entim e nts the m o st
Lie ndly, in 血v o r of the libe rty andhap pine ss of theirfe 1lo w m e n o nthatside ofthe Atla ntic･ In the
w ar sof the Eu r ope anpo w e rs,in m atte rsr elatingto the m s elv e s, w ehave n e v ertake n any part,
n ordo esitc omportwithourpohcytodo so . . . . W iththe m o v e m entsinthishe misbheye, w e ar e, of
n e c e s sity, m o r ei mm ediately co n n e cted, and by c au se swhich m ustbe ob viou sto allenhghten ed
andimparti alobs e rv ers. (e mpha sis added)
｢孤立 の 意義は ､ た ん に西半球が ヨ ー ロ ッ パ に た い し､ 地理的断絶を強調する ことで ､ そ こか
らの 干渉を拒絶 した と い うこ と にと どまらない ｡ それ は ､ 新世界が 旧世界の 人類史からみずか ら
をときはな っ た と い う意味で ､ 歴史的 な断絶で もあ っ た と い っ て よ い｣ (18) と古矢氏 は い み じ
くも指摘す るが ､ 現代にお ける アメ リカ の グ ロ ー バ リズ ム が､ 常に ア メ リ カ主導であり, ア メ リ
カ だ けが例外と して独自の法律を行使し､ 国際秩序を形成で き･るように進め られ て い る の も､ こ
う した アメ リ カ の 地理的性質を政治体系 へ と読み 替えて い るもの と言えよう｡ ｢ア メ リ カ ニ ズ ム
はま さに ヨ ー ロ ッ パ に発して い た . した が っ て ､ アメ リ カ ニ ズ ム に は , す で にそ の 当初より ヨ
ー
ロ ッ パ 的な普遍性とア メ リ カ の 風土 に起因する地方性とが揮然 一 体と して 同居して い た ｡ そこ で
は普遍主義全体が ､ 地方的な基盤の うえに立脚せ ざる をえなか っ た｡ そ して ､ まずその 意味で ア
メ リ カは 『例外』 で あ っ た｣ (古矢5).
モ ン ロ ー ･ ドク トリ ン は , 第 一 次世界大戦以降も確実に アメ リ カの 外交政策に影響を与えて い
た｡ だが , 第二 次世界大戦後にお い て は, その 影響を否定する意見もある ｡ ｢ 第二 次大戦終了前
に採択され た国際連合憲章で は モ ン ロ ー 主義- の 言及は なく､ それに相当するもの は , 地域的集
団安全保障の取り決め を認め た戎定で あ っ た ｡ モ ン ロ ー 主義は汎米主義にと っ て代わられた の で
ある｣ (有賀9). しか しなが ら､ 第二 次世界大戦終了 の 直前に急死 した Fr ankliA Roo s eveltに代
わり､ 副大統領か ら昇格した Ha rryT rum an の教書を読む限り､ 明 らか に モ ン ロ
ー ･ ドク トリ ン
の 概念が息づ い て い る ことがわ か る だろう. 1945年10月27日､ ニ ュ ー ヨ ー ク にお い て ､ 彼が
合衆国の 基本外交方針に つ い て述 べ ､ 後に
"
S 触 of 血e Unio n
''
の 中に再掲された ｢ 外交方針リ
ス ト｣ に以下の よう,な項目がある｡









large or s mall. We have no obje ctive which ne ed clash wi th thepea c efu 1 aim sof
a ny o也 er n a也o n.
9. W e belie v ethatthe s over eign state sof the Westc m He misphe re, wi tho utinte rfe ren c efro m
o utside the Weste m He misphe re, m u st w orktogethe r as go od n eighborsin the s olutio n of their
co mm o nproble m s. (e mpha sis added)
こ れを見れば､ トル ー マ ンが ､ ネガテ ィ ヴな形で は あるが､ 明らか に帝国主義的な領土拡張に
言及 しており､ また ｢ 西半球｣と いうカ テ ゴリ ー で地理と政治との 関係を考え､ 西半球以外から
の 政治干渉を牽制して い る ことが わか る. ち なみ に , こ こで は Na zism とfa s cis m に対する言及
はあるが､ c o m m u nism に対する言及は ない . しか しなが ら､ この 牽制は､ 第二 次世界大戦前後
か ら次第に脅威を増して きた共産主義へ の 牽制 へ と代わ っ て ゆき , トル ー マ ン ･ ドクトリ ン にお
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ける冷戦 開始の 宣言から､ い わ ゆ る ｢封じ込め政策｣ の 立案化 へ と至 るの で ある ｡ こ の封じ込め
政策の き っ かけが､ Ge orge Ken nan が外交関係の 雑誌に匿名で掲載した論文で ある ことは有名
だが , この 論文の なかで ､ 彼は ､ ソ ビ エ ト連邦の 国家的膨張傾向をソ ビ エ トの こ れまで の 運動と
環境の 点から分析 し､ ソ連邦は ｢ 世界政治における協力者で はなく､ 対抗者｣(187) で あり､ ア
メ リ カの 対ソ政策を ｢長期の ､ 辛抱 強い , しか も確固として注意深 い 封じ込め でなけれ ば ならな
い｣ (177) と断言する ｡ ケ ナ ン の 非軍事的な共産主義の ｢封じ込め｣ は ､ チ ェ コ ス ロ バ キ アの 共
産政権樹立や ベ ル リ ン封鎖などの 一 連 の事件によりドラス ティ ッ クな計画の 立て直しを迫られる
こ ととなる が､ い ずれにせ よ ､ こうした共産主義の勢力拡大の なかで ､ アメ リ カ の ｢西半球｣ が
東西冷戦体制の ｢西側｣ へ と読み 替えられた ことは疑い
■
ようの ない 事実なの で ある｡
4. 移民排斥主義 (n ativis m) と民主主義
パ トリオテ ィ ズ ム は , 特に有事におい て民主主義､ 個人主義と対立する概念となっ て表れる こ
とがあ る｡ こ の ことに つ い て ､ トク ヴィ ル は , ｢ア メ リ カ におけるほ どに精神の 独立と真の言論
の自由との 少 ない 国は他にな い｣ と指摘する (中 179).｡ そして トク ヴィ ル は ､ そ の原因を宗教
にある とする ｡
宗教は風習を規制して い るばか りで なく , 知性にまで その 支配をひ ろげて い る ｡ イギリス 系ア
メ リ カ人の うちで は､ ある人 々 は キリ ス ト教の信条を億じて い るため に これらの 信条を告白す
るが､ 他の 人 々 は これらの信条を信じて い ない 様子を示すことを恐れて い るため に , これらの
膚条を告白する - ･ 法律に よ っ て ならば ､ ア メ リ カ民族は何をして も許される と同時に ､ 宗
教は アメリ カ民族があらゆ る ことを自由に考える の を防止 して い る ｡ (中254-256)0
そして ､ トク ヴィ ル は , その ようにア メ リカ人民が民主主義を誼い なが らも政教分離がなされ
ない こ と-%指摘し､ まさに宗教が ｢政治に直接的には介入 しない｣ か らこそ政治制度の なか に深
く問わ っ て い る の だと言う｡ ヨ ー ロ ッ パ の 自由主義国家で は , 本来､ 自由主義と宗教は別の 方向
に進む べ きもの を､ アメ リカ では ､ 自由主義と宗教が パ ラ レル に存在する ことを､ トク ヴィ ル は
い み じくも指摘して い るの で ある . ｢しばしばこ の 愛国心は宗教的感情で高揚されて い る . その
とき愛国心は ､ 非凡な こ とをなしとげるの である ｡ そ の ような愛国心は 一 種の宗教で ある｣ (中
139)0
｢ア メ リカ の 知的独立宣言｣ として有名な1837年講演 ` vm e Americ a nSchola r" の なかで ,
Ralph Wal do Em e r s o nは , 人問に内在する ｢ 活動的な魂｣ につ い て論を展開した o
T he･o ne しth ing･in the w orld, ofvalu e,is the active s o ul. n is eve ry m anis e ntidedto;th is eve ry
m an c o ntains wi th in him , al though, inalmo stal1m e n, obstru cted, and a syet u nbo rn. T he so ul
a ctive s esabsolutetruth; and utte r struth, o r cr eate s.
人間の 内に は自分の 唯 一 の 信頼で きる ｢理性｣ が存在し､ それに逆らうこ とは 自分の 良心を裏





の 思想形成の 基本とな っ て い る .
150 入 江 敢 元
¶1 er ewi ll be an agre e me ntinwhatev e r v arietyofa ctions, s otheybe e ach ho nestn 血 ral in their
ho ur. Fo rofone wi u,the a c也on swi 11beha rm o nio u s,how ever u nliketheys e em ･
ェ マ ソ ン の こ の概念は, 旧世界の 実体と精神の 問の 関係を完全に変えた｡ エ マ ソ ン は , 目に見
える実体を魂の 象徴と見ることで ､ 実体の 背後に存在する魂がその 実体の 目的を持つ と考えるの
であり､ そう した本質的な魂を , 彼は
"
Ov e r-s oul(大霊)
"
と呼ぶ ｡ こ れ は アメ リ カ独自の 宗教
観念で ある ｢自己信頼｣ が ､ 旧世界の カ トリ ッ ク に対し優越性を持 っ て い る こ とを証明する と同
時に ､ アメ リ カが 旧世界の 代表であるイ ギリ ス に対する優越性を証明す る こ とにもなるの で あり､
19世紀ア メ リ カ ニ ズ ム を推進するた め の重要な基礎となる ､ 新しい 理念的なアメ リ カ人 , すな
わち ｢ア メ リ カ の アダ ム｣ を形成する こ と に 一 役買うこ とに なる. こ の ように , アメ リ カが旧世
界 とは異なっ た新た な世界観を持つ こ と で ｢思想的な座標転換｣ (古矢･9) が行われ た の である o
アメ リ カは 1890年の フ ロ ン テ ィ ア消滅を境に , その前と後の 時代に分ける こ と がで きる ｡ ｢フ
ロ ン テ ィ ア前｣ の 時代は ､ フ ロ ン テ ィ ア ･ ライ ン に象徴的 に現れ るよう に ､ ｢ 未開｣ と ｢ 文明｣
の 二項対立として常に語られ る時代であ っ て ､ ｢フ ロ ンテ ィ ア後｣ の 時代は ､ 建国以来の ｢ 自由｣
と ｢民主主義｣ の 理念を擁護すべ く､ ｢革新主義｣ とい う解答を出し､ 新しい 経済発展に対応す
る新し い ア メ リ カを築き上げた時代で ある ｡ ｢フ ロ ン テ ィ ア前｣ の 閉じられた社会にお い て は ,
アメ リ カ は内部的 にまとまる ため の デ フ ァ ク ト ス タ ン ダ ー ドとなる ｢ア メ リ カ｣ が必要で あ っ
た ｡ そ れが W A S Pとして明確化され､ その 基準に従 っ て ｢ア メ リ カ｣ と ｢ 非アメ リカ｣ とに思
想 的に 区別 された の で あ る ｡ ｢ 建国 の 理念にた い する あか らさま な抵抗や その 拒否の み ならず,
た ん なる無視, 無関心 ,･さらに場合に よ っ て は無知すらもが ､ 『非アメ リ カ』 とみ なされ ､ 排斥
の 理由とさ れ た｣ ( 古失12)｡ こうしたス タ ン ダ ー ドなア メ リ カが解体され る危険分子と して ､
｢ 非アメ リ カ的 ウイ ル ス の キ ャ リ ア ー ｣ と して ｢ 移民｣ の存在が あ っ た ｡ また , カ ル ヴ ァ ン 主義
プ ロ テ ス タ ンテ ィ ズム を推進しカ トリ ッ ク を排斥する動きの 真に は ､ カ トリ ッ クに見え隠れする
旧世界の 悪を読み取る動きがあ っ た｡
｢フ ロ ンテ ィ ア後｣ の アメリ カは ､ い わば ｢開かれた｣ 社会として ､ 排斥主義から転じて積極
的な ｢アメ リカ化｣ を推進する ことに なる｡ それは, 資本主義の 様々 な矛盾を排出する安全弁と
して機能して い た フ ロ ン ティ アが消滅した ことにより, 社会的不安が世紀末の 状況とも相ま っ て
危機感を アメ リ カ人 に植え付けた こ とが原 因と言える ｡ こうした危機感と同時に , 移民問題は ,
移民 と い うウイ ル ス によ る アメ リ カ の 旧世界化 へ の不安をさらに増した の で あ っ て ､ それ に対抗
す べ く, 移民排斥とい う ｢排除｣か ら､ ｢ア メ リ カ化｣ と い う移民の アメ リ カ ヘ の ｢同化｣ へ と
態度を転換した の で ある ｡ こ の ように , 19世紀末の 気運 に対す る不安を打破す べ く生まれた
progre s sivis m (革新主義) は ､ 20世紀前半の ア メ リ カを突き動か して ゆく こ とになる o
･
m e odorA do m oの 言う ｢ 知的亡命者｣｡ ヨ ー ロ ッ パ の 知識人たちは ､ 革新主義の アメ リ カに文
明の 新た な可能性を見出そうとした ｡ 知識人たちにと っ てもア メ リカ はまさ に夢の 国で あ っ た か
らである ｡ アメ リカ革新主義の原動力となる い わゆる ｢知的探求体制｣の確立 にと っ て も､ この
アメ リ カ へ の ｢知的亡命者｣ は必要な要素であり､ こうした知識人を中心に ､ 大学や研究所と実
業界､ 政府､ 軍隊が 一 つ の 目標に向か っ て突き進む全体主義を形成し､ これが ニ ュ
ー デ ィ ー ルか
ら第二次世界大戦で の 稔力戦を経て 今日の アメ リカ を作り上 げてきたの である｡ ｢亡命者たちが
喜ん で手を出す､ アメ リカ文化の 威嚇的な面はそ の原始性の 名残ですぐ消えるもの だとか､ その
若さの 力強 い 証拠だとか い う気休め の言葉を拒否する ｡ アメ リカ文化が ヨ ー ロ ッ パ文化の偉大な
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歩み に遅 れて い る どこ ろ か ､ む しろそれを追 い 越 してお り､ 旧世界は新世界の それを真似 る の に
き ゅうきゅうと して い る こ とは ､ 疑い を容れ ない｣ (ア ドル ノ 140)｡ しか し, 革新主義と は ､ 本
当 に ヨ ー ロ ッ パ と は異な る新た な文明を提示したの か｡ Anto nio Gram s ciも指摘する よう に ､
｢ア メ リ カ にそん なもの は存在せず､ それ どこ ろか ア メ リ カ で は , ヨ ー ロ ッ パ の 旧い 文化を岨曝
しなお す以上の ことは何もなされて は い な い｣ の である o
今日 ､ ｢ア メ リ カ ニ ズ ム｣ と よばれ て い る もの の大部分は ､ 興りつ つ あ る新し い秩序に よ っ て
まさ に粉砕されて しまう旧い 諸階層 ､ そしてすで に社会的パ ニ ッ ク ･ 解体 ･ 絶望の 荒波の 餌食
とな っ て い る 旧い 諸階層の予 防的な批判で あり､ 再建の 能力もな い まま変革の 否定的側面 に し
が み つ い て い る着たちの 無意識 な反動の試み で ある (126-1 27)0
こ の グ ラム シ の い わゆ る ｢パ ロ ディ 化された ア メ リ カ ニ ズ ム｣ は , ｢ヨ ー ロ ッ パ の排除を呼号
しなが らも, 真に独自な守る べ き文化的核心 を欠い た｣ (古矢16) の で あり､ ヨ ー ロ ッ パ の よう
な確立された文明として提示されるもの で は なか っ た ｡ また､ こ の ｢ 現代アメ リ カ｣ の シス テ ム
は WASP 主導の 下に つ くられた もの で あり ､ ｢人種 ･ エ ス ニ シテ ィ の マ イ ノ リ テ ィ ヤ女性 はそ
の外に置かれて い た｣ (有賀75) の で あり ､ 常に移民排斥主義の もとに成り立 っ て い た｡
1900年の 大統領選挙で ､ マ ッ キ ン レ ー の 帝国主義政策に民主党が攻撃をしかけたとき､ 後の
大統領となるT he odo reRo o s e v eltは膨張診で真 っ 向から挑ん だ. 彼は ､ 就任演説で 以下 の よう
に述 べ る｡
W ehavebeco me a gre at n a也on, forc ed bytheta ct ofits gre atne ssinto relatio ns wi th the other
n a也o n s of the e arth, and w e m u stbehave asbe s e em s ape ople wi ths uch r e sponsibili也es. Tow ard
allother n ations,1arge andsm all, o ur attitude m u stbe on e ofc ordialand sinc ere Biendship･ We
m u stshow n oto nlyin o u rⅥⅦ rds,butin o u rde eds ‥ ‥
ロ ー ズ ヴ ュ ル トは演説で 常に "the we ak"と"the strong
" と い う対立概念を繰り返した. こ の よ
うに ｢ 強い アメ リカ｣ を対外的に意識したの は ､ まさにセ オ ドア ･ ロ ー ズヴ ュ ル トにお い て なの
で あ っ て1 革新主義的外交は ､ まさに こ の ロ ー ズ ヴ ュ ル トから始まり､ タ フ ト､ ウイ ル ソ ン ヘ と
つ ながる の である ｡
5. 二 項対立国家としての ア メ リカ
有賀氏の 指摘通り､ アメ リ カは ｢コ ン トラス ト｣ の 国家で あり､ 外国人に と っ て新大陸は , フ
ロ ン ティ アを境とする荒野と近代文明の コ ン トラス トをイ メ ー ジ とする地で あるが , そうした興
味深 い特徴だけでなく､ 貧富の コ ン トラス トも呈 して い る ｡ そして , アメ リ カに と っ て の コ ン ト
ラス トは ､ 常に ｢ 善｣ 対 ｢悪｣ に分けられて い る ｡ フ ロ ン ティ ア を境にした ｢ 未開｣と ｢ 文明｣
は ､ 資本家に と っ て は ｢ 未開｣ - 悪, ｢ 文明｣ - 善であ っ たが, フ ロ ン テ ィ ア消滅後, 特に社会
矛盾が露呈 した後に あ っ て は ､ こ の コ ン トラス トは逆転し, ｢ 未開｣ - 善, ｢ 文明｣- 悪と して ､
M ark Twain な ど1)アリズム の作家から､ W1 1a Catherや Sherw o od An de rs o nと い っ たリ ー ジ ョ
ナリズム の作家ヤ プロ レタリア文学な ど多くの作家に措かれる こととなるの で あ る｡ こ の ように､
ア メ リカ は , 政治や外交､ 文化的な側面まで ､ 必ず対立概念を創造する ことに よりアメ リ カの 本
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質, つ まりは ｢アメ リカ ニ ズ ム｣ を把握する習性を持 っ て い る の で あり､ こ の習性があるからこ
そ ､ アメ リカ ニ ズム V Sマ ル キシズム が冷戦終結後に崩れた後､ キリス ト教世界 V Sイ ス ラム 教
世界 と い っ た 国際関係 の把握 へ と移 る原因ともな っ て い ると言 える ｡
しかしながら, こ こ では むしろ, 本論の 流れに沿っ て ､ 新世界対旧世界､ すなわち, アメリ カ
対 ヨ ー ロ ッ パ の 二項対立に つ い て考察で きる要素に つ い て 考えて み た い ｡
ア メ リ カ は偉大 な ｢歴史的 ･ 文化的伝統｣ を持たな い が ､ こうした鉛 の マ ン トの 重み に苦しめ
られる こ ともない ｡ その ことが､ 人民階級の 生活水準が ヨ ー ロ ッ パ より高 い にもか か わらず､
莫大な資本蓄積が行われた主 な理由の 一 つ で あり､ それは い わ ゆ る天然資源の有無よりも重要
な要因である ｡ (グ ラム シ 122)
アメ リ カ対 ヨ ー ロ ッ パ の 二項対立が明らかに なる1890年以 降の ｢ポス ト ･ フ ロ ン テ ィ ア｣ の
時代に ､ こ の 二 項対立 をい ちばん重く受け止め ､ それを筆に認め た の はア メ リ カ作家た ちで あ っ
た と言え る｡ ア メ リ カを代表する コ ス モ ポリ タ ニ ズ ム の 作家と言える He n ry Ja m e sは ､ グ ラム
シが肯定的に受け止め たまさ に ア メ リ カの 歴史的希薄性 に文学的素材の貧弱 さを感 じ､ ヨ ー ロ ッ
パ へ と その 素材を追求 した ｡ そ して ､ 彼は い つ しか ア メ リ カ対 ヨ ー ロ ッ パ と いう二 項対立 の 目か
ら文化を見るように なり ､ 種々 の作品で ､ ア メ リ カ対 ヨ ー ロ ッ パ の対立構図を基本的ス タ ンス と
して ､ 常に ヨ ー ロ ッ パ の 堅牢な城塞を背景に アメリ カ の 歴史の 希薄性を措 い た ｡
さて ､ こうしたア メリ カと ヨ ー ロ ッ パ の歴史的 ･ 文化的対立がもっ とも現れる の が, 第 一 次世界
大戦以降の い わ ゆ る ｢ロ ス ト ･ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン｣ の 作家たちで ある ｡ その 噂矢とも言える作家
Ern est Hemingw ay は ､ 戦争目的で ヨ ー ロ ッ パ - 赴きながらも ヨ ー ロ ッ パ 文化の 重厚な芸術的
洗礼を受けた アメ リ カ人 の根無し草的な心許なさを代表的な作品の 数々 で措く ｡
"
… Yo u'r e an e xJ?atn
'
ate. On e of the w orst ty pe. Have n
'
tyo uhe ard that? Nobody that e v e rleft
their o wn co u nby ev e r wr ote 皿yth ing w o rthprinting. Note v e nin the n ewspapers.
"
He dra nk the c offe e.
``Yo u'r e a n c xbatriatc. Yo u
'
v elost to u ch withthe s oil. Yo u get pre ciou s. Fake Eur ope a n
standardshav e ruinedyo u. Yo udrinkyo ur seUtode ath. Yo ubecom e obs e s s ed by sex . Yo u spend
al1yo urtim etandng, n ot w o rk ing. Yo u are an exbatn
'




第 一 次世界大戦直後 ､ 陶牛を目的に ア メ 1)カか らス ペ イ ン へ 渡 っ た若者たちの 会話 の なか で ､
ヘ ミ ン グウ ェ イが措い て み せた の は , ｢祖国ア メ リカ へ の接触を失 っ て し.ま っ た｣ 国籍離脱者と
して の アメリ カ人で ある o 事実､ 彼らは陶牛場の去勢牛の ように , 戦争や , それ以上に ヨ ー ロ ッ
パ の 芸術の なかで翻弄され , アイデ ン ティ テ ィ として の ｢アメ リ カ｣ を ｢去勢｣されて しま っ た
の で あり､ 戦傷に より性的不能者と な っ て しま っ た主人公で あり語り手で あるJake Ba rne sの運
命と重ね合わせ る こ とがで きる .
一 方､ 自ら国籍離脱を願い ､ ボ ヘ ミ ア ニ ズ ム へ 向か っ た HenryM i11er の ような作家もい る .
Ic an也ink ofn o str e etin Americ a
,
or ofpe oplein habiting su ch a stre et, capable ofleading on e o n
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to ward the dis c o v e ry of the s elf. I hav e walked the stre etsin m zmy c o unbie s of the w o rld but
nowhe r ehaveI felt s odegr aded and hu miliated a sin Ame rica . ‥ n e 心hole c o n血 entis a
nightm ar eprodu cingthegreatestmis ery of thegre atestn u mbe r. (Cabn
.
corn12)
彼は, 祖国アメ リ カを､ 街の ない 国､ 自我の 芽生 えな い 国である と断罪する ｡ 彼は ､ ホ ー ム タ
ウ ンである ニ ュ ー ヨ ー ク の ブル ッ ク リ ンを捨て フ ラ ンス へ 行くが､ 決して ヨ ー ロ ッ パ に同化する
こ とも望 まなか っ た ｡ "I a m n ot a n Am e ric a n a ny m o re, n o r aNe w Yo rker, and eve nle s s a
Europe an, or･aParisian. I hav e n
'
t anyal1egian c e, any re spo nsibili也e s. . . Ⅰ
'
m a neutral.(Ca n cer157)"
とい うように ､ 彼は国家や歴史や その他自分を束縛する全て を拒むの である ｡
さて ､ ヨ ー ロ ッ パ を横目 に見ながら建国を進め た ア メ リ カ にと っ て ､ 20世紀始め か ら今日へ
と至 るア メ リ カ の 国際主義は ､ 孤立主義と根本的には同じ構造を持っ て い る ｡ アメリ カ = 善と､
ヨ ー ロ ッ パ - 悪 の 二項対立の もとに ､ 内にこもるか , 外 へ 開か れるかの違 い で しかない か らであ
る ｡ モ ン ロ ー 主義とトル ー マ ン主義は ､ ともにこ の 二 項対立 の概念を持っ て い た｡ トル ー マ ン に
お い ては ､ こ れ が資本主義と共産主義の対立 に置き換わ っ たもの と言える ｡ アメ リ カ の 国際主義
は ､ W o odro w W1 s on 外交に よ っ て そ の形を築 い た . ウイ ル ソ ン の信念 は ､ ア メ リ カが 国際的リ
ー ダ ー として 一 種 ｢ 宗教的に｣ 資本主義的平和を広 め るこ とであり､ その 思想は ､ 彼が就任演説
にお い て ,
"Ou rdutyisto cle an s e, to r e c o n side r,to r e sto r e, to c o rr e ctthe evilwi tho ut lmpai ring
the good, to 如 r妙 and hu maniz e e very pr o ce s sof o u r co m m onlife witho ut w e ake ning o r
s e ntim e ntalizingit.
''
(e mpha sis added)と ､ "purify
"と い う言葉に よ っ て , ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム の ｢浄
化｣ を坊沸とさせ る主張を行 っ て い る こ とか らもわか る ｡, しか しながら､ こうした ウイ ル ソ ン の
ヨ ー ロ ッ パ に対する国際的 ｢ 布教｣にもか かわらず､ 第 一 次世界大戦級, 実際に国際的な宗教的
洗礼を受けた の は ､ 皮肉にも､ 上記 に述 べ た とおり､ ヨ ー ロ ッ パ へ 兵士 と して赴き文化的衝撃を
受け帰還 した ､ ア メ リ カ の若者たちで あ っ たこ とは間違い な い ｡
6. 祝祭としての ア メ リカ戦争
い わ ゆ る稔力戦で ある 二 つ の世界大戦を経験し､ それを経てますます国力を増強しつ つ ､ 国際
社会で の中心となり, 世界の 警察とい われ るまで に至 っ た アメ リ カであるが､ そ の大戦のうち､
第 一 次世界大戦を背景に登場したのが ､ 先ほ ども言及 した ヘ ミ ン グウ ェ イである ｡ ヘ ミ ン グウ ェ
イ は､ 死 の美学を願牛に なぞらえ､ 閲牛と人間との 瞬間の 死 の なかに剃那的な人間の生 の姿をと
らえながら､ 人間の死 の ある べ き形に つ い て説明する . ヘ ミ ン グ ウ ェ イの 作品で重要なの は ､ 聞
牛と戦争が等距離に置かれて い るとい うことである ｡ 第 一 次世界大戦中､ ヨ ー ロ ッ パ へ 兵士とし
て遠征した アメ リ カの 若者は ､ 芸術の メ ッ カで ある パ リで , い わ ゆ る ｢ 芸術の 洗礼｣ を浴び, 戟
争 - 死と壊しながらも､ 夜の パ リ の カ フ ェ で の 交友に勤しんだ｡ い わ ば, 夜の祝祭であ る｡
Ge o rge sBatai11e に よれば､ 確立された構造 は ､ 定期的な ｢祝祭と い う形に よ っ て制限つ きの
解決を得る｣ (70) 必要が あると言う｡ 固定化された構造秩序を維持する上で祝祭は必要なの で
ある｡ 実際､ 構造主義理論の 中には ､ 象徴交換をするなかで構造秩序を維持するシス テ ム を語る
ものもある ｡ ｢ 祝祭の 激しい 奔騰は､ 最終的に はそれが否定しようとした現実の諸限界に ､ むろ
ん拘束されて しまうわ けで はな い にしても､ 少なくとも制限される ことになる ｡ こうして祝祭は
俗なる世界の諸々 の必要性を留保しておく - ｣ (71) とバ タイ ユ が言う通り､ 祝祭はある 一 定の
爆発を行 っ た後､ 祝祭とい う ｢ 非日常｣ は ､ ｢日常｣ の構造秩序の なか に取り込まれる ｡ そうす
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ることで ､ 構造の壊滅的な解体を防ぐの で ある ｡ 思えばアメ リカ の フ ロ ン テ ィ アもこ の意味で の
｢祝祭｣ と言える ｡ フ ロ ン テ ィ ア開拓時代, 常に東部の 資本主義的諸矛盾は西漸を促進したと言
わ れ る とお り､ 祝祭 的爆発 と して の フ ロ ン テ ィ ア - 安全弁 が西部 に 向けて 開放 され て い たか らで
ある ｡
と こ ろ で ､ バ タイ ユ によ れ ば ､ 戦争は本来､ 祝祭と は対立する概念であ る｡ だ が､ 構造秩序が
形成 され ると ､ 武力行動が外部に向か っ て行使する こ と が可能と なり､ 帝国主義的活動 へ と向か
うこ とに なりかねな い ｡
ひ とつ の 集団が統 一 され る と い うこ とは , 破壊的な激烈 さ - 暴力性を､ 外部 へ と向かわ せ る能
力を持つ こ とに なる ｡ 外 へ と向かう暴力は ､ 原則 と してまさ しく供犠や祝祭に対立する｡ 供犠
や祝祭の暴力は ､ 内部で猛威をふ るうからである ｡ ただ, 宗教の みが ､ その 宗教に よ っ て生気
を与えられ て い る人 々 を､ 自分自身の 実質を破壊するような消尽 へ と向かうよう促すこ とがで
きる . - ･ 戦争はその死 を賭けた戦陶や ､ 虐殺 ､ 掠奪な どにお い て ､ 祝祭の意味に近 い 意味を
持ちうる ｡ (7 7ゝ6)
こ こ で ､ 内部的暴力を西漸運動とする ならば､ 外部的暴力 - の転換は ､ ポ ス ト ･ フ ロ ン ティ ア
にお ける海外 へ の 覇権拡大と見る ことがで きる ｡ 戦争が､ 世界平和とい う構造秩序を維持する上
で の 定期的な ｢ 祝祭｣で ある なら､ アメ リカ は ､ 戦争とい う ｢祝祭｣的爆発をもとに国際主義を
築き上げて い る 国家と言える の で ある ｡
7. 結論
アメ リカは本来､ 世界紛争に荷担する国家で はなか っ た｡ 事実､ アメ リ カ は これまで見て きた
とおり､ モ ン ロ ー 主義の もと ､ ヨ ー ロ ッ パ へ の 軍事介入を避けて きた の で あり､ ｢ 第一 次大戦直
後の 国際連盟漫約に は ､ モ ン ロ ー 主義は こ の 親約の 影響を受けな い とい う文言が入 っ て い たが ,
それで もモ ン ロ ー 主義が危うくなると い うの が , 国際連盟反対論の 有力な論拠 とな っ た｣ ( 有賀
9) と指摘する通り ､ 第 一 次世界大戦後の ウイ ル ソ ン体制にお い て ､ 集団安全保障体制を唱えな
が らもア メ リ カ議会の 保守主義は ､ アメ リカ が 国際連盟 の なかで 国際的指導的 な立場になる こ と
を否定した の で あり､ また ､ 一 連 の 会議で の戦後処理 にお ける対外政策の挫折か ら､ 反動的に保
守主義へ と向かうの で ある｡ また ､ フ ラ ンク リ ン ･ ロ ー ズ ヴ ュ ル ト体制で も､ 第 一 次大戦へ の参
戦は誤りであり, アメ リ カは再 び ヨ ー ロ ッ パ の 紛争に巻き込まれて は ならな い と い う上院特別委
員会の 調査を背景に ､ ロ ー ズ ヴ ュ ル トの対外政策は唆味なもの とならざるを得ず, 結果的に台頭
するフ ァ シズ ム へ の 対応が遅れる こ ととな っ た ｡
こうした外交上の 歴史をふ まえながらも､ なおか つ ア メリカが戟争を必然的に内包して い ると
言えるの は ､ 前述の ｢祝祭｣ 論に よる の み ならず､ むしろ ､ ア メ リカ の 二項対立的側面が常に対
立概念を求め て い ることを忘れて はならな い ｡ アメ リ カの 国家形成におけるイ デオ ロ ギ ー は､ 最
初からヨ ー ロ ッ パ に対する対立概念として生まれて きたもの で あり､ ア メ リ カ のイ デオ ロ ギ ー は ,
ヨ ー ロ ッ パ ｢で は ない｣ もの と い う否定的前提に た っ た もの にすぎない , 実体の な い もの である ｡
こう した経緯か ら ､ ア メ リ カ は常に アメ リカ の 国家的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ とい う構造秩序を見失わ
な い た め に ､ 宗教的 ･ 政治的対立概念を必要 として い た の である ｡ その 意味で ､ アメ リ カに と っ
て ｢ 移民｣ は排斥される べ き対立概念として , 逆説的で あるが ､ ｢必要｣ だ っ た の で ある ｡ アメ
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リ カ建国が ､ W A S P中心 に成り立 っ て い たと いう点で は ､ 同様に否定的な意味で ｢ 黒人｣ やそ
れか ら派生する ｢ 奴隷問題｣ が必要 だっ たと言える｡ 資本主義に は共産主義を､ キリス ト教原理
主義に はイ ス ラム 原理主義を対立概念として掲げて きた アメ リ カ にと っ て ､ 今後の アメ リ カ主導
の 国際社会が どの ように なるかを予測するすべ として ､ ア メ リ カ における この 二 項対立的思考の
メ カ ニ ズム を分析する ことは重要で あると言える の である｡
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